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１　分科会のねらい

　文系大学や文系学部に所属する学生は、その多くが、入学

試験で課されることも、また、入学後に必要とされることも少な

いため、数学に対する苦手意識をもっていると聞く。しかしな

がら近年では、昨今の就職状況の悪化も手伝って、就職試験

対策として学生に数学の力を身につけさせることが必須とな

りつつある。文系学生に対する数学教育は、このような必要性

からか、せいぜいのところ専門教育に必要であるからという理

由でおこなわれることが大勢を占めているものと思われる。

　もっとも、そのような必要性を否定しはしない。だが、文系

学生にとって数学は、直近の専門教育や就職試験対策に必

要なものとのみ考えておけばよいものなのだろうか。じつは、

初等、中等教育の算数や数学で養われた力が、大学での講

義内容を理解し、演習で議論するための基礎にも通じている

のではないだろうか。

　このような問題意識から、本分科会では、文系学生だけで

なく理系学生にあっても数学を苦手とする学生が増えている

という現況を加味し、いま一度、大学における数学教育の位

置づけと意味づけを問うてみたい。

2　報告の概要

　上記ねらいにしたがって、本分科会では、夜の補習授業を

おこなうなど、以前から大学生に対する数学教育に熱心に取

り組み、さまざまな提言をおこなってきた桜美林大学の芳沢

光雄先生、東海大学教育研究所で数学教育のあり方を具体

的な教授法とともに研究している桑田孝泰先生、2012年度

から数学を文系学生の必須科目に盛り込むことが決まって

いる大阪府立大学で、心理学の専門教育に必要な統計学を

教えている岡本真彦先生により、それぞれ以下のような報告

がなされた。以下、報告順に概要をまとめておく。

①「文系学生に対する数学教育」（桜美林大学　芳沢光雄）
　所属する大学の学生にかんする数学にまつわる各種デー

タを起点に、自らが長年携わっている授業等の事例を交え、

大学における数学教育のありようにとどまらず、日本の算数、

数学教育の現状、ならびに提言がなされた。詳しくは掲載さ

れている報告者の報告資料に譲るが、以下に、当日配布さ

れた報告レジュメに記された報告項目を示しておく。

1.学力差と向学心に関しての大きな開き
　私大文系入学形式による学力差／考えない学生／　

　SPI問題集／留学生の反応
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